
基本施策 課名 事業名 頁 備考

環境課 ごみ処理事務 379～ 重複

環境課 清掃センター管理運営事業 381～

環境課 リサイクルセンター管理運営事業 383～

環境課 ごみ収集運搬事業 385～

環境課 一般廃棄物処理施設整備事業 387～

環境課 再生可能エネルギー事業 389～ 重複

環境課 木質ペレット製造施設管理運営事業 391～

農林水産課 森林病害虫等防除事業 393～

農林水産課 松くい虫危険木処理事業 395～

環境課 環境保全対策事業 397～

環境課 自然環境保全事業 399～

環境課 ごみ処理事務 401～ (重複)

Ⅴ.自然と共に生きるまち

2.島の美しい自
然環境を保全し
ます

1.資源が循環す
る島をつくりま
す





 

方向性：

千円

【④.外部評価】 現状維持 令和５年度評価済 起　債 千円

【③.事業の必要性・今後の方向性】
本町のごみ排出量削減、再資源化の推進するため、広報誌等を活用した啓発活動や令和5年度以降の制度
改正に沿った分別収集の徹底などを行っていく。 実　績　額 9,520 千円

財
源
内
訳

国補助 千円

県補助

　今回の指定ごみ袋制への移行を契機に、ごみ問題への関心や意識の高まりが、すべての町民に定着され
るよう努めていただきたいと思います。
　また、これまで以上に啓発活動を行い、廃棄物削減、リサイクル率の向上に向けた、個々の意識づけを
する必要があります。本年度から実施した拠点回収施設の設置や、ごみの分け方、出し方のガイドブック
は効果を上げています。来年度以降に実施予定の生ごみ処理機導入補助金の効果にも期待しています。

特　定 6,836 千円

一般財源 2,684 千円

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】 　隠岐の島町ごみ減量化アクションプラン（令

和3年3月策定）に基づき、ごみ減量化の推進に
取り組む。また、制度改正後のごみ排出量、リ
サイクル率に応じた一般廃棄物処理実施計画の
見直しも行う。
　大規模災害等への備えとして、災害廃棄物処
理計画（令和2年策定）を策定しているが、より
迅速かつ円滑な対応が可能となるよう災害廃棄
物処理実行計画の策定等、事前準備を進めてい
く。

ごみの排出抑制・再資源化推進を目的として、指定袋導入や自己搬入料金の改定などの制度改正を行うた
め、制度改正に関する住民説明会の実施、ごみの分け方出し方ガイドブックの作成及び全戸配布、古紙回
収に係る拠点回収設備整備等を実施している。環境学習の面では、施設見学や個別学習会を実施した。海
上輸送費補助金事業では、自動車リサイクル要綱改正により円滑に事務を行うことができた。

【②.事業の課題】
本町は島根県内においてもごみ排出量が多く、リサイクル率が低い現状にあり、特に古紙が可燃ごみとし
て排出される場合が多い。また、近年頻発する大規模災害による廃棄物について、仮置場選定・設営、周
知方法など迅速かつ円滑な対応ができるよう実施計画を策定する必要がある。

指
　
標

④

② 6.2% ⑤
実
績
値

① 1,085g/人日

③ 11回/年 ⑥

⑤

1

① 一人あたりのごみの排出量（KPI) 令
和
6
年
度
目
標
値

1,028g/人日

② リサイクル率（廃棄物量に占める再資源化廃棄物の割合）（KPI) 6.5%

③

⑥

基　本　目　標 自然と共に生きるまち 島根県内においても本町のごみ排出量は極めて多く、リサイクル率が低
いという現状を改善するため、ごみの減量化・再資源化に寄与する取組
みの推進を図る。また、大規模災害等による災害廃棄物の適正処理に努
める。

【拠点回収設備整備事業】
〇旧西郷町内（2基設置）
　・業務委託料　2,684千円

【自動車リサイクル法離島支援事
業】
・補助金額　　　　6,836千円
・海上輸送予定台数　　525台
・海上輸送実績台数　　494台

基　本　施　策 1.資源が循環する島をつくります

重 点 施 策

関　連　計　画
【事業概要】
廃棄物減量等推進審議会の開催、一般廃棄物処理実施計画の策定、ごみ
の分け方出し方ガイドブック・分別収集カレンダーの配布など、ごみの
排出抑制及び再資源化促進に向けた取組、啓発活動等を行う。また、災
害発生時の適確な廃棄物処理に向けた計画策定等も併せて実施する。

予　算　区　分 一般会計　 款 4 項 3 目

環境教育・学習会の開催回数（KPI） 10回/年

④

環境課 整理
番号

環-4
重複生活環境係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 4 年度事業実績（Do)

令和 5 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 ごみ処理事務 担当



 

環境課 整理
番号

環-4
重複生活環境係

令和 5 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 ごみ処理事務 担当

令和 年度 令和 7 年度 令和 年度 令和 年度

③ 11回/年 ⑥ ③ 11回/年⑥ ③ 11回/年 ⑥

② 6.5% ⑤ ② 6.5%

③ 11回/年 ⑥ ③ 11回/年

目
標
値

① 1,028g/人日 ④

⑥

④ 目
標
値

① 1,028g/人日 ④

⑤ ② 6.5% 6.5% ⑤⑤ ②

1,028g/人日 ④ 目
標
値

① 1,028g/人日

⑤ ② 6.5%

一般財源 2,874 千円

目
標
値

① 1,028g/人日 ④ 目
標
値

①

一般財源 1,952 千円 一般財源 2,694 千円一般財源 1,584 千円 一般財源 2,764 千円

財
源
内
訳

国補助

7,294 千円 特　定 7,294 千円特　定 7,294 千円 特　定 7,294 千円

千円 起　債 千円

千円

起　債 千円 起　債 千円 起　債

千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

国補助 千円
財
源
内
訳

国補助

県補助 千円 県補助

千円
財
内
訳
源

国補助千円
財
源
内
訳

国補助

事　業　費 9,246 千円 事　業　費

千円
財
源
内
訳

千円

特　定 7,294 千円

起　債

特　定

事　業　費 8,878 千円 事　業　費 10,058 千円 事　業　費 10,168 千円9,988 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円

（Plan）

千円 千円 千円

2,694 千円 2,874 千円千円 1,180 千円 1,952 千円

7,294 千円

（新）生ごみ処理機導入補助金 生ごみ処理機導入補助金 生ごみ処理機導入補助金 生ごみ処理機導入補助金

7,294 千円 7,294 千円 7,294 千円

9

事
業
内
容

拠点回収設備整備　1箇所 拠点回収設備整備　1箇所

千円 千円

使用済自動車等海上輸送費補助金 使用済自動車等海上輸送費補助金 使用済自動車等海上輸送費補助金 使用済自動車等海上輸送費補助金 使用済自動車等海上輸送費補助金

1,584 千円 1,584 千円 千円

7,294 千円

5.年度別計画  令和 5 年度 （現年度） 6 （翌年度） （翌々年度） 8



 

方向性：

千円

【④.外部評価】 起　債 4,700 千円

【③.事業の必要性・今後の方向性】
令和5年度からは、ごみ処理施設に専門的な知識を有する民間事業者に長期的、包括的に業務を移行す
る。 実　績　額 91,536 千円

財
源
内
訳

国補助 千円

県補助

特　定 千円

一般財源 86,836 千円

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】 長期包括運営委託の実施に際し、業務・受入・

維持・安全などについてマニュアルを作成する
ことで安全・安心な施設運営を行う。また、受
託者と定期的に調整・協議を行い、住民サービ
スの向上を図る。

設備機器を計画的に整備していくことにより可燃ごみの適正処理を行った。

【②.事業の課題】
令和5年度から実施される長期包括運営委託において、従来の運営方針に沿った指針が必要である。

指
　
標

④

② ⑤
実
績
値

① 1,085ｇ/人日

③ ⑥

⑤

2

① 一人あたりのごみの排出量（KPI) 令
和
6
年
度
目
標
値

1,028g/人日

②

③

⑥

基　本　目　標 自然と共に生きるまち 町内で発生した可燃ごみをダイオキシン類等を関係法令に基づく維持管
理基準を遵守しながら、適正な管理運営を行う。

○清掃センター管理運営事業
1）機器改修工事
　　　　　　　　 4,719千円
2）定期整備工事
　　　　　　　　 23,067千円
3）島後清掃センター空気圧縮機
　 取替工事
 　　　　　　　　816千円
4）島後清掃センター地下ダクト
　 改修工事
　　　　　　　　 1,507千円
5）可燃ごみ島外搬出事業
  （その１）積込業務
                 6,490千円
6）可燃ごみ島外搬出事業
  （その２）運搬業務
                 18,621千円
7）可燃ごみ島外搬出事業
  （その３）焼却業務
                 30,388千円
8）可燃ごみ島外搬出事業
  （その４）可燃ごみ分別
                 4,740千円
5）可燃ごみ島外搬出事業
  （その５）厨芥系廃棄物運搬
                 1,188千円

基　本　施　策 1.資源が循環する島をつくります

重 点 施 策

関　連　計　画 第二次隠岐の島町一般廃棄物（ごみ）処理基本計画
【事業概要】
長期間にわたり、施設の運転管理・用役調達管理・維持補修等の施設運
営業務を民間事業者に包括的に委託することにより、メーカー独自の技
術やノウハウにより、業務の効率化やコスト削減を図る。

予　算　区　分 一般会計　 款 4 項 3 目

④

環境課 整理
番号

環-5
生活環境係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 4 年度事業実績（Do)

令和 5 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 清掃センター管理運営事業 担当



 

環境課 整理
番号

環-5
生活環境係

令和 5 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 清掃センター管理運営事業 担当

令和 年度 令和 7 年度 令和 年度 令和 年度

③ ⑥ ③⑥ ③ ⑥

⑤

④

⑥

②

③ ⑥ ③

⑤ ②② ⑤ ②
目
標
値

①④ 目
標
値

① ④

⑤

④ 目
標
値

①

⑤ ②

一般財源 千円

目
標
値

① ④ 目
標
値

①

一般財源 千円 一般財源 千円一般財源 千円 一般財源 千円

財
源
内
訳

国補助

千円 特　定 千円特　定 千円 特　定 千円

千円 起　債 千円

千円

起　債 千円 起　債 千円 起　債

千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

国補助 千円
財
源
内
訳

国補助

県補助 千円 県補助

千円
財
内
訳
源

国補助千円
財
源
内
訳

国補助

事　業　費 千円 事　業　費

千円
財
源
内
訳

千円

特　定 千円

起　債

特　定

事　業　費 千円 事　業　費 千円 事　業　費 千円千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円

（Plan）

千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円千円 千円 千円

9

事
業
内
容

千円 千円千円 千円 千円

千円

5.年度別計画  令和 5 年度 （現年度） 6 （翌年度） （翌々年度） 8



 

方向性：

環境課 整理
番号

環-6
生活環境係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 4 年度事業実績（Do)

令和 5 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 リサイクルセンター管理運営事業 担当

基　本　目　標 自然と共に生きるまち 町内で発生した不燃ごみ・資源ごみをリサイクルセンターで適正に処理
することで、ごみの減量化・再資源化を図る。
また、最終処分場からの浸出水及び汚水を放流水排水基準を遵守するた
め、浸出液処理施設で適正処理し、環境保全及び公害防止に努める。

○リサイクルセンター管理
1）定期整備工事（選別設備、磁選
設備）
　　　　　　　　 5,006千円
2）機器更新工事（破砕設備、計量
設備等更新）
　　　　　　　　49,500千円

○浸出液処理施設管理
1）浸出液処理施設定期整備工事
（機械設備補修等）
                 1,113千円
2）浸出液処理施設機器更新工事
（ポンプ設備、沈殿処理・高度処理
設備更新）
                 5,006千円

基　本　施　策 1.資源が循環する島をつくります

重 点 施 策

関　連　計　画 第二次隠岐の島町一般廃棄物（ごみ）処理基本計画
【事業概要】
リサイクルセンターの各設備を計画的に整備することで、不燃ごみおよ
び資源ごみの適正処理を行う。
浸出液処理施設の各設備を計画的に整備し、浸出水及び汚水の適正処理
を行う。

予　算　区　分 一般会計　 款 4 項 3 目

④

2

① リサイクル率（廃棄物量に占める再資源化廃棄物の割合）（KPI) 令
和
6
年
度
目
標
値

6.50%

②

③

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】 各プラントメーカーと老朽化した機器の状況把

握、優先順位を明確にし計画的に定期整備・機
器更新を行う。

老朽化した設備を計画的に整備していくことで不燃ごみ、資源ごみの適正処理、また最終処分場からの浸
出水及び汚水について安全かつ衛生的に処理を行った。

【②.事業の課題】
老朽化した機器の整備を計画的かつ効率的に実施することが必要である。

指
　
標

④

② ⑤
実
績
値

① 6.20%

③ ⑥

⑤

千円

【④.外部評価】 起　債 54,200 千円

【③.事業の必要性・今後の方向性】
引き続き不燃ごみ・資源ごみの適正処理、また最終処分場からの浸出水及び汚水を安全かつ衛生的に処理
するため、計画的に定期整備・機器更新を実施する。 実　績　額 60,625 千円

財
源
内
訳

国補助 千円

県補助

特　定 千円

一般財源 6,425 千円



 

環境課 整理
番号

環-6
生活環境係

令和 5 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 リサイクルセンター管理運営事業 担当

令和 年度 令和 7 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 5 年度 （現年度） 6 （翌年度） （翌々年度） 8 9

事
業
内
容

リサイクルセンター定期整備工事
（受入供給設備、搬送設備等補修）

リサイクルセンター定期整備工事
（搬送設備、選別設備、集塵設備補修）

リサイクルセンター定期整備工事
（破砕設備等補修）

リサイクルセンター定期整備工事
（選別設備、集塵設備補修）

リサイクルセンター定期整備工事
（選別設備、その他機器）

8,902 千円 6,909 千円

リサイクルセンター機器更新工事
（受入供給設備、破砕設備、再生設備、
集塵設備等機器更新）

リサイクルセンター機器更新工事
（破砕設備、選別整備、再生設備、集塵
設備等機器更新）

リサイクルセンター機器更新工事
（受入供給設備、選別設備、再生設備等
機器更新）

リサイクルセンター機器更新工事
（受入供給設備、破砕設備、搬送設備、
選別設備、再生設備等機器更新）

リサイクルセンター機器更新工事
（受入供給設備、破砕設備、選別設備、
再生設備、集塵設備等機器更新）

8,039 千円 11,028 千円 12,623 千円

58,732 千円 50,095 千円

浸出液処理施設定期整備工事
（電気計装設備補修）

浸出液処理施設定期整備工事
（電気計装設備補修）

浸出液処理施設定期整備工事
（電気計装設備補修）

浸出液処理施設定期整備工事
（電気計装設備補修）

浸出液処理施設定期整備工事
（電気計装設備補修）

50,924 千円 59,130 千円 56,472 千円

1,100 千円 1,100 千円

浸出液処理施設機器更新工事
（前処理設備、高度処理設備、生物処理
設備等機器更新）

浸出液処理施設機器更新工事
（前処理設備、凝集沈殿処理設備、高度
処理設備等機器更新）

浸出液処理施設機器更新工事
（前処理設備、凝集沈殿処理設備、高度
処理設備等機器更新）

浸出液処理施設機器更新工事
（前処理設備、凝集沈殿処理設備、高度
処理設備等機器更新）

浸出液処理施設機器更新工事

1,100 千円 1,100 千円 1,100 千円

3,806 千円 3,806 千円

（Plan）
最終処分場ガス管接続工事（No.3）

4,268 千円 4,070 千円 3,808 千円

千円 千円

リサイクルセンター２階休憩室
エアコン取替工事

1,500 千円 千円 千円

千円 千円

リサイクルセンタートイレ洋式化工事
（概算　N=2基）

（新）リサイクルセンタートイレ洋式化
工事（概算　N=3基）

1,625 千円 千円 千円

千円 千円2,000 千円 3,000 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

事　業　費 69,456 千円 事　業　費 78,328 千円 事　業　費 61,910 千円72,540 千円

千円
財
源
内
訳

国補助

事　業　費 74,003 千円 事　業　費

千円
財
源
内
訳

千円

特　定 千円

起　債

特　定

千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

国補助 千円
財
源
内
訳

国補助

県補助 千円 県補助

千円
財
内
訳
源

国補助

62,500 千円 起　債 53,800 千円

千円

起　債 57,100 千円 起　債 66,100 千円 起　債 60,200

千円 特　定 千円特　定 千円 特　定 千円

一般財源 8,110 千円

目
標
値

① 6.50% ④ 目
標
値

①

一般財源 13,803 千円 一般財源 10,040 千円一般財源 12,356 千円 一般財源 12,228 千円

財
源
内
訳

国補助

6.50% ④ 目
標
値

① 6.50%

⑤ ②
目
標
値

① ④

⑥

④ 目
標
値

① 6.60% ④

⑤ ② ⑤⑤ ②② ⑤ ②

③ ⑥ ③ ③ ⑥ ③⑥ ③ ⑥



 

方向性：

環境課 整理
番号

環-7
生活環境係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 4 年度事業実績（Do)

令和 5 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 ごみ収集運搬事業 担当

基　本　目　標 自然と共に生きるまち 隠岐の島町内の家庭から排出される一般廃棄物を収集し、清掃センター
及びリサイクルセンターへ適正に運搬する。

○古紙搬出及び保管業務委託
　2,692千円
○古紙収集業務委託
　3,300千円
○粗大ごみ収集業務委託
　1,980千円
○不燃ごみ・資源ごみ収集運搬業務
委託
　13,200千円

基　本　施　策 1.資源が循環する島をつくります

重 点 施 策

関　連　計　画 第二次隠岐の島町一般廃棄物（ごみ）処理基本計画
【事業概要】
可燃ごみの収集運搬については直営で実施していたが、第２次総合振興
計画の基本施策により業務委託など民間活力を導入することが求められ
ており、一般廃棄物収集運搬業務についても民間に移行し、住民サービ
スの向上を図る。また、収集業務に支障のないよう、経年劣化・不具合
が生じる収集運搬車を計画的に更新する。

予　算　区　分 一般会計　 款 4 項 3 目

④

2

① 一人あたりのごみの排出量（KPI) 令
和
6
年
度
目
標
値

1,028g/人日

②

③

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】 受託者と定期的に調整・協議し、分別収集の効

率化及び住民サービスの向上を図るとともに、
経年劣化・不具合が生じる収集運搬車を計画的
に更新することで、安全・安心なごみ収集運搬
業務を実施する。

ごみ収集日程表をもとに、可燃・不燃・資源・粗大ごみの効率的な収集業務を行った。

【②.事業の課題】
リサイクルセンター可燃物運搬車、清掃センター軽ダンプに腐食などの経年劣化が見られ更新を検討する
必要がある。また、現在のダンプでは車幅が大きく路地に入りにくいため、古紙収集車購入を検討する。

指
　
標

④

② ⑤
実
績
値

① 1,085ｇ/人日

③ ⑥

⑤

千円

【④.外部評価】 起　債 千円

【③.事業の必要性・今後の方向性】
令和5年度からは、従来直営で行っていた可燃ごみの収集運搬を含め、一般廃棄物の収集運搬業務は民間
事業者へ委託されることとなった。また、収集業務に使用する車輌についても管理を委託するため、経年
劣化等の状況等について把握・報告を受けることにより、更新計画を作成していく。

実　績　額 21,172 千円

財
源
内
訳

国補助 千円

県補助

特　定 千円

一般財源 21,172 千円



 

環境課 整理
番号

環-7
生活環境係

令和 5 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 ごみ収集運搬事業 担当

令和 年度 令和 7 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 5 年度 （現年度） 6 （翌年度） （翌々年度） 8 9

事
業
内
容

古紙収集車購入費（3ｔ） リサイクルセンター可燃物運搬車購入
費（4ｔ）

清掃センター軽ダンプ購入費

1,550 千円 千円千円 6,433 千円 11,272 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円

（Plan）

千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

事　業　費 千円 事　業　費 6,433 千円 事　業　費 千円1,550 千円

千円
財
源
内
訳

国補助

事　業　費 11,272 千円 事　業　費

千円
財
源
内
訳

千円

特　定 千円

起　債

特　定

千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

国補助 千円
財
源
内
訳

国補助

県補助 千円 県補助

千円
財
内
訳
源

国補助

1,500 千円 起　債 千円

千円

起　債 千円 起　債 6,400 千円 起　債 11,200

千円 特　定 千円特　定 千円 特　定 千円

一般財源 千円

目
標
値

① 1,028ｇ/人日 ④ 目
標
値

①

一般財源 72 千円 一般財源 50 千円一般財源 千円 一般財源 33 千円

財
源
内
訳

国補助

1,028ｇ/人日 ④ 目
標
値

① 1,028ｇ/人日

⑤ ②
目
標
値

① 1,028ｇ/人日 ④

⑥

④ 目
標
値

① 1,028ｇ/人日 ④

⑤ ② ⑤⑤ ②② ⑤ ②

③ ⑥ ③ ③ ⑥ ③⑥ ③ ⑥



 

方向性：

環境課 整理
番号

環-8
生活環境係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 4 年度事業実績（Do)

令和 5 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 一般廃棄物処理施設整備事業 担当

基　本　目　標 自然と共に生きるまち 本町が運営管理する一般廃棄物処理施設について町民の生活環境の保全
及び循環型社会形成を図るための施設整備方針を定め、一般廃棄物の適
正処理を推進する。

1)島後清掃ｾﾝﾀｰ基幹的設備改良工事
　　　 　　　1,887,600千円

2)島後清掃ｾﾝﾀｰ基幹的設備改良工事
設計施工監理業務
         　  　 45,901千円
3)島後清掃ｾﾝﾀｰごみｸﾚｰﾝ機器改修
　工事
          　 　 2,640千円
4)島後清掃ｾﾝﾀｰ1号炉ｶﾞｽ減温用熱
  交換機煙管改修工事
　　　　 　　　 8,910千円
5)島後清掃ｾﾝﾀｰ地下壁面改修工事
　　　　 　　 　5,280千円

基　本　施　策 1.資源が循環する島をつくります

重 点 施 策

関　連　計　画 第二次隠岐の島町一般廃棄物（ごみ）処理基本計画
【事業概要】
次期最終処分場の整備に向けて施設整備方針を策定する。

予　算　区　分 一般会計　 款 4 項 3 目

④

2

① 一人あたりのごみの排出量（KPI) 令
和
6
年
度
目
標
値

1,028g/人日

②

③

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】 既設最終処分場に搬入される廃棄物の分別を徹

底し、可能な限り可燃物の焼却処理を行うこと
で埋め立て量の縮減を図る。また、次期最終処
分場適地選定業務により決定される適切な施設
規模・建設用地・概算事業費を基に、既設最終
処分場の残余容量を考慮した事業スケジュール
を検討し、安全・安心な廃棄物処理施設の整備
を実施する。

清掃センターの基幹的設備改良工事により施設の機能を回復し、安定的な焼却炉を行うことで施設の延命
化及び二酸化炭素排出量の削減を図った。

【②.事業の課題】
既存の最終処分場について、平成14年3月の竣工から21年が経過しており、直近の平均埋め立て量から算
定すれば、今後約7年程度で飽和状態に達すると予測されている。この要因は、海岸漂着ごみや大規模災
害の発生に伴う廃棄物の増加等に起因すると考えられる。

指
　
標

④

② ⑤
実
績
値

① 1,085ｇ/人日

③ ⑥

⑤

千円

【④.外部評価】 現状維持 令和４年度評価済 起　債 1,333,400 千円

【③.事業の必要性・今後の方向性】
次期最終処分場適地選定業務を実施するにあたり、設定された条件により適切な施設規模・事業スケ
ジュール及び概算事業費の算定を行う。また、地形条件や周辺環境など基本的な項目を整理し、最適な建
設用地を選定する。

実　績　額 1,950,331 千円

財
源
内
訳

国補助 616,869 千円

県補助

　一般廃棄物の適正な処理のための施設整備であり、必要な事業です。今後も事業スキームをしっかり検討し、実施
して下さい。
　廃棄物の処理については、予算的にも現実的な方向性で計画が進められていると考えます。また、新しい試みによ
るごみの減量化にも期待します。しかしその一方で、ごみ処理料金の値上げによる不法投棄の発生が懸念されます
が、町民の理解が得られ、行動変容を促すような仕組みづくりが求められるのではないでしょうか。

特　定 千円

一般財源 62 千円



 

環境課 整理
番号

環-8
生活環境係

令和 5 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 一般廃棄物処理施設整備事業 担当

令和 年度 令和 7 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 5 年度 （現年度） 6 （翌年度） （翌々年度） 8 9

事
業
内
容

次期最終処分場適地選定業務 次期最終処分場適地選定業務 次期最終処分場基本計画及び
基本設計業務

次期最終処分場実施設計業務 次期最終処分場実施設計業務

100,000 千円 24,000 千円4,400 千円 1,100 千円 96,000 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円

（Plan）

千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

事　業　費 4,400 千円 事　業　費 1,100 千円 事　業　費 24,000 千円100,000 千円

千円
財
源
内
訳

国補助

事　業　費 96,000 千円 事　業　費

千円
財
源
内
訳

千円

特　定 千円

起　債

特　定

千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

国補助 33,333 千円
財
源
内
訳

国補助 8,000

県補助 千円 県補助

千円
財
内
訳
源

国補助 30,933

66,600 千円 起　債 16,000 千円

千円

起　債 千円 起　債 千円 起　債 65,000

千円 特　定 千円特　定 千円 特　定 千円

一般財源 千円

目
標
値

① 1,028ｇ/人日 ④ 目
標
値

①

一般財源 67 千円 一般財源 67 千円一般財源 4,400 千円 一般財源 1,100 千円

財
源
内
訳

国補助

1,028ｇ/人日 ④ 目
標
値

① 1,028ｇ/人日

⑤ ②
目
標
値

① 1,028ｇ/人日 ④

⑥

④ 目
標
値

① 1,028ｇ/人日 ④

⑤ ② ⑤⑤ ②② ⑤ ②

③ ⑥ ③ ③ ⑥ ③⑥ ③ ⑥



 

方向性：

環境課 整理
番号

環-12
重複エネルギー対策室

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 4 年度事業実績（Do)

令和 5 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 再生可能エネルギー事業 担当

基　本　目　標 自然と共に生きるまち 2050カーボンニュートラルに向け、町民・行政・事業者が一体となっ
て、地球環境に強い危機感を持ち、カーボンニュートラルの実現に向け
た取り組みを全町的に推進する。

〇計画策定
・隠岐の島町地球温暖化対策実行計
画（区域施策編・事務事業編）
　区域施策編：8,426千円
　事務事業編：3,338千円

〇補助金
・住宅用太陽光発電システム
　　0件
・木質ペレット熱利用設備整備
　　1件：400千円

基　本　施　策 1.資源が循環する島をつくります

重 点 施 策
再生可能エネルギー事業

関　連　計　画
隠岐の島町地球温暖化対策実行計画
バイオマス産業都市構想、緑のコンビナート構想

【事業概要】
・住宅用太陽光発電パネル設置、木質ペレット熱利用設備（ペレットス
トーブ）設置へ助成し、再生可能エネルギーの普及を図る。
・旧空港跡地に設置した大型太陽光発電施設の設置に伴う支援を行う。
・木質ペレット発電事業者に対し、補助金による支援を行う。
・民間企業と連携した公共施設への太陽光発電設備の導入及び電気自動
車の購入等、脱炭素移行に伴う支援を行う。

予　算　区　分 一般会計　 款 2 項 1 目

地域資源を活かした産業創出（KPI） 3件

④

4

① 木質ペレットの製造量（KPI） 令
和
6
年
度
目
標
値

1,800t/年

② 再生可能エネルギー発電量（KPI） 4,500kw/年

③

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】 令和5年度より再生可能エネルギー導入促進のた

め、補助金交付額の改定を行った。また、県内
の自治体で補助金導入が増えている蓄電池設置
補助金を新たに追加した。
今後の再生可能エネルギーに関する取組につい
ては、令和5年度に策定した隠岐の島町地球温暖
化対策実行計画（区域施策編・事務事業編）を
基に行う。

〇補助金改定内容
住宅用太陽光発電システム等設備事業補助金
・太陽光発電システム
　改定前：1kwあたり1万円（上限4kw 4万円）
　改定後：1kwあたり3万円（上限4kw 12万円）
・蓄電池設備(新)
　設置費用（上限7万円）

再生可能エネルギーの助成事業の状況は、住宅用太陽光発電施設設置は71世帯、340kw、木質ペレット熱
利用設備導入の実績は13世帯、9ｔである。
その他民間事業者により旧空港跡地大型太陽光発電（3,000kw）が稼働中、南谷・油井の小水力発電が稼
働予定（300kw）、木質ペレット発電（150kw）、大峰山風力発電1機（1,990kw）を新設予定である。

【②.事業の課題】
住宅用太陽光発電による買取制度（FIT）の買上げ金額が近年低下したことから、設備投資費が10年程度
で回収できない状況となり、近年、導入申請実績がない状態である。

指
　
標

200

④

② 3,340kw/年 ⑤
実
績
値

① 150ｔ/年

③ 0件/年 ⑥

⑤

千円

【④.外部評価】 手法・内容の見直し 令和3年度評価済 起　債 千円

【③.事業の必要性・今後の方向性】
国では「2050年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロを目指す」としており、本町でも令和5年度
に脱炭素社会へ向けた取組を定めた地球温暖化対策実行計画を策定し、「隠岐の島町ゼロカーボンシティ
宣言」を表明した。今後は、策定計画を基に再生可能エネルギーの地産地消、自給自足を推進する。令和
6～10年度を脱炭素移行の集中期間とし、重点対策加速化交付金を活用した各種事業を行う。

実　績　額 12,164 千円

財
源
内
訳

国補助 6,319 千円

県補助

　世界規模で環境問題が深刻化する中で、木質ペレットによる再生可能エネルギーの取組は理解できま
す。しかし、木質ペレットの民間導入実績9世帯、公共施設への設置も容易ではないなど、木質ペレット
の普及が進まない状況では町民の理解は得られなくなってしまうと感じます。現在の事業内容で「木質ペ
レットの製造量」の目標は実現可能なのか、早急に事業内容を改善すべき必要があると考えます。

特　定 3,338 千円

一般財源 2,307 千円



 

環境課 整理
番号

環-12
重複エネルギー対策室

令和 5 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 再生可能エネルギー事業 担当

令和 年度 令和 7 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 5 年度 （現年度） 6 （翌年度） （翌々年度） 8 9

事
業
内
容

住宅用太陽光発電システム等補助金 住宅用太陽光発電システム等補助金
(太陽光発電 3件、蓄電池 3件）

住宅用太陽光発電システム等補助金
(太陽光発電 3件、蓄電池 3件）

住宅用太陽光発電システム等補助金
(太陽光発電 3件、蓄電池 3件）

住宅用太陽光発電システム等補助金
(太陽光発電 3件、蓄電池 3件）

570 千円 570 千円

木質ペレット熱利用設備整備補助金 木質ペレット熱利用設備整備補助金
（3件）

木質ペレット熱利用設備整備補助金
（3件）

木質ペレット熱利用設備整備補助金
（3件）

木質ペレット熱利用設備整備補助金
（3件）

190 千円 570 千円 570 千円

1,200 千円 1,200 千円

木質ペレット発電事業補助金 木質ペレット発電事業補助金 木質ペレット発電事業補助金 木質ペレット発電事業補助金

400 千円 1,200 千円 1,200 千円

24,000 千円 23,000 千円

重点対策加速化事業補助金（蓄電池） 重点対策加速化事業補助金（蓄電池） 重点対策加速化事業補助金（蓄電池） 重点対策加速化事業補助金（蓄電池）

千円 30,000 千円 29,800 千円

7,000 千円 7,000 千円

（Plan） 重点対策加速化事業補助金（EV車） 重点対策加速化事業補助金（EV車） 重点対策加速化事業補助金（EV車） 重点対策加速化事業補助金（EV車）

千円 7,000 千円 14,000 千円

20,150 千円 23,380 千円

重点対策加速化事業補助金（ボイラー） 重点対策加速化事業補助金
（EV急速充電）

重点対策加速化事業補助金（ボイラー）

千円 13,690 千円 16,920 千円

3,000 千円 95,000 千円

重点対策加速化事業補助金
（EV急速充電）

千円 千円 5,000 千円

千円 千円千円 千円 6,000 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

事　業　費 590 千円 事　業　費 52,460 千円 事　業　費 150,150 千円55,920 千円

千円
財
源
内
訳

国補助 11,006

事　業　費 73,490 千円 事　業　費

千円
財
源
内
訳

千円

特　定 千円

起　債

特　定

千円

県補助 350 千円 県補助 780 千円 県補助 780 千円

国補助 14,916 千円
財
源
内
訳

国補助 79,079

県補助 780 千円 県補助

千円
財
内
訳
源

国補助 22,085

千円 起　債 千円

780 千円

起　債 千円 起　債 千円 起　債

千円 特　定 千円特　定 千円 特　定 千円

一般財源 70,291 千円

目
標
値

① 300t/年 ④ 目
標
値

①

一般財源 50,625 千円 一般財源 40,224 千円一般財源 240 千円 一般財源 40,674 千円

財
源
内
訳

国補助

② 5,820kw/年

1,230t/年 ④ 目
標
値

① 1,800t/年

⑤ ② 5,810kw/年

③ 0件/年 ⑥ ③ 1件/年

⑤ ②② 5,340kw/年 ⑤ ② 5,800kw/年
目
標
値

①④ 目
標
値

① 1,800t/年 ④

⑤

③ 1件/年 ⑥ ③ 1件/年⑥ ③ 1件/年 ⑥

5,830kw/年 ⑤

1,800t/年 ④

⑥



 

方向性：

環境課 整理
番号

環-13
エネルギー対策室

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 4 年度事業実績（Do)

令和 5 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 木質ペレット製造施設管理運営事業 担当

基　本　目　標 自然と共に生きるまち 隠岐の島町バイオマス産業都市構想に基づき木質ペレットを製造し、将
来、自主運営できるよう当面の間、製造販売等、管理運営を行う。
木質バイオマス1,800t/年を生産して循環型社会の振興による、地域活性
化を図ることを目的とする。

〇ストーブ設置実績
　1件
〇施設設備機器更新
　342千円
・ロータリーバルブ
・スライドバンパー
・制御盤バッテリー
・リングダイ研磨

基　本　施　策 1.資源が循環する島をつくります

重 点 施 策

関　連　計　画
隠岐の島町森林整備計画
バイオマス産業都市構想・緑のコンビナート構想

【事業概要】
木質バイオマス利用推進センター（木質ペレット製造施設）の管理運営
（木質ペレットの製造、販売、配送、施設管理）を行う。
施設建設当初は、少量であった木質ペレットの需要にあわせて、必要最
小限で整備を行った。木質ペレット発電事業により木質ペレットの需要
が増大することが見込まれ、随時生産の拡大に対応できるよう、必要備
品等を整備する。

予　算　区　分 一般会計　 款 2 項 1 目

④

4

① 木質ペレットの製造量（KPI） 令
和
6
年
度
目
標
値

1,800t/年

②

③

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】 当初は公共施設や民間施設等に木質ペレットボ

イラーの導入を計画していたが、設備導入費用
が想定していたものより高額であることから整
備事業が進んでいない状況であった。
木質ペレット発電事業により、1,230t/年の需要
が見込まれることから、木質ペレット発電事業
開始に向けて施設整備を行う。

本町内ですでに整備されている木質ペレットボイラー、ストーブへの供給するために、製造、販売、販売
管理、配送及び施設の管理運営を行っている。
良質な木質ペレットを需要に応じて適正量を効率的に製造している。

【②.事業の課題】
バイオマス産業都市構想の目標である木質バイオマス1,800t/年に向けて、民間事業者による木質ペレッ
ト発電事業を実施する予定としており、増産に伴う施設整備が必要である。
また、稼働時間に伴い設備部品の交換が必要であるため、目標値の製造を効率的に行うためには常時予備
品が必要である。

指
　
標

④

② ⑤
実
績
値

① 150ｔ/年

③ ⑥

⑤

千円

【④.外部評価】 起　債 千円

【③.事業の必要性・今後の方向性】
木質ペレット発電事業で使用する木質ペレットは、林地残材などの未利用材を原材料とするため、林業事
業体の収益増加、里山保全が促進されるとともに防災減災が図られる為、木質ペレット発電事業開始に向
け、最大1,800t/年を製造販売できるよう施設整備を行う。

実　績　額 342 千円

財
源
内
訳

国補助 千円

県補助

特　定 千円

一般財源 342 千円



 

環境課 整理
番号

環-13
エネルギー対策室

令和 5 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 木質ペレット製造施設管理運営事業 担当

令和 年度 令和 7 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 5 年度 （現年度） 6 （翌年度） （翌々年度） 8 9

事
業
内
容

トラックスケール設置詳細設計業務 設備機器更新 設備機器更新 設備機器更新 設備機器更新

6,972 千円 5,455 千円

トラックスケール設置工事 設備機器予備品 設備機器予備品 設備機器予備品 設備機器予備品

15,000 千円 6,471 千円 12,624 千円

2,214 千円 2,214 千円

ユニック車

3,500 千円 2,214 千円 2,214 千円

千円 千円

バックホー

15,000 千円 千円 千円

千円 千円

（Plan）グラップル

5,714 千円 千円 千円

千円 千円

木材切断機

3,300 千円 千円 千円

千円 千円

研修棟下水道接続工事・加入分担金

5,200 千円 千円 千円

千円 千円

ペレット保管用パレット

2,500 千円 千円 千円

千円 千円

設備機器更新

1,200 千円 千円 千円

千円 千円1,947 千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

事　業　費 53,361 千円 事　業　費 8,685 千円 事　業　費 7,669 千円9,186 千円

千円
財
源
内
訳

国補助

事　業　費 14,838 千円 事　業　費

千円
財
源
内
訳

千円

特　定 千円

起　債

特　定

千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

国補助 千円
財
源
内
訳

国補助

県補助 千円 県補助

千円
財
内
訳
源

国補助

6,900 千円 起　債 5,400 千円

千円

起　債 42,000 千円 起　債 6,400 千円 起　債 12,600

千円 特　定 千円特　定 千円 特　定 千円

一般財源 2,269 千円

目
標
値

① 300ｔ/年 ④ 目
標
値

①

一般財源 2,238 千円 一般財源 2,286 千円一般財源 11,361 千円 一般財源 2,285 千円

財
源
内
訳

国補助

1,230t/年 ④ 目
標
値

① 1,800t/年

⑤ ②

③ ⑥ ③

⑤ ②② ⑤ ②
目
標
値

①④ 目
標
値

① 1,800t/年 ④

⑤

③ ⑥ ③⑥ ③ ⑥

⑤

1,800ｔ/年 ④

⑥

②



 

方向性：

農林水産課 整理
番号

農-11
農林振興係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 4 年度事業実績（Do)

令和 5 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 森林病害虫等防除事業 担当

基　本　目　標 自然と共に生きるまち 松くい虫被害のまん延防止の為の防除事業を実施する事で、松林が有す
る公益的機能の維持を図るとともに、重要な観光資源でもある松林の保
護を図る。

空中散布59.92ha
　4,675千円
安全確認調査30個
　684千円
自然環境調査1式
　102千円
空中散布付帯業務1式
　535千円
衛生伐　675㎥
　14,707千円
樹幹注入　114本
　1,034千円
危険木調査　3個所
　297千円

基　本　施　策 2.島の美しい自然環境を保全します

重 点 施 策

関　連　計　画 隠岐の島町森林整備計画
【事業概要】
観光資源でもある３地区（浄土ケ浦・白島海岸付近・ローソク岩付近）
の松林において空中散布、住民の生活環境に直結する防風林においては
樹幹注入、被害木となってしまったものについては伐倒駆除を実施し、
区域の松林保全を図る。

予　算　区　分 一般会計　 款 6 項 2 目

④

2

① 被害木の減少 令
和
6
年
度
目
標
値

1,000本

②

③

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】 樹幹注入は6年に一度計画的に実施しているが、

松枯れによる対象木の消滅や、樹木のナンバー
プレート破損により、対象木の照合が困難な状
況があるため、対象木の再計測調査を実施す
る。

 松くい虫被害状況は、本事業を実施した箇所と未実施の箇所とを比較すれば、被害発生状況は明らかに
異なることが確認されている。防除事業を実施したことで、風光明媚な景観による観光資源と、防風林と
しての機能等、松林の持つ公益的機能の維持を図ることができた。

【②.事業の課題】
空中散布や地上散布は農薬を散布する為、国や県の散布マニュアルより基準を強めて実施し、住民の安全
確保につなげる必要がある。今年度は地上散布を実施しなかったが、箇所によっては地上散布による対策
しか行っていないところもあるため、松林の保安のためにも薬剤散布や樹幹注入等の対策が今後必要にな
ると考えられる。

指
　
標

④

② ⑤
実
績
値

① 1,146本

③ ⑥

⑤

千円

【④.外部評価】 現状維持 令和３年度評価済 起　債 千円

【③.事業の必要性・今後の方向性】
実施区域において、引き続き防除、駆除事業をセットで実施することで松林の保全を図ることができる。
未対策区域については、必要に応じて対策を講じることを検討する。 実　績　額 22,058 千円

財
源
内
訳

国補助 15,028 千円

県補助

　松林が有する防風林という公益的機能と観光資源としての役割、国立公園の指定を受けていることも踏
まえると、本事業の必要性はあると判断します。住民の安全を確保しつつ、環境保全、景観の維持に引き
続き取り組んで下さい。

特　定 千円

一般財源 7,030 千円



 

農林水産課 整理
番号

農-11
農林振興係

令和 5 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 森林病害虫等防除事業 担当

令和 年度 令和 7 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 5 年度 （現年度） 6 （翌年度） （翌々年度） 8 9

事
業
内
容

空中散布　59.92ha 空中散布　59.92ha 空中散布　59.92ha 空中散布　59.92ha 空中散布　59.92ha

4,942 千円 4,942 千円

安全確認調査　30検体 安全確認調査　30検体 安全確認調査　30検体 安全確認調査　30検体 安全確認調査　30検体

4,942 千円 4,942 千円 4,942 千円

684 千円 684 千円

自然環境調査　1式 自然環境調査　1式 自然環境調査　1式 自然環境調査　1式 自然環境調査　1式

684 千円 684 千円 684 千円

120 千円 120 千円

空中散布付帯業務　1式 空中散布付帯業務　1式 空中散布付帯業務　1式 空中散布付帯業務　1式 空中散布付帯業務　1式

120 千円 120 千円 120 千円

556 千円 556 千円

（Plan）衛生伐　600㎥ 衛生伐　600㎥ 衛生伐　600㎥ 衛生伐　600㎥ 衛生伐　600㎥

556 千円 556 千円 556 千円

8,744 千円 8,744 千円

樹幹注入　97本 樹幹注入　0本 樹幹注入　129本 樹幹注入　138本 樹幹注入　134本

8,744 千円 8,744 千円 8,744 千円

2,962 千円 2,954 千円

危険木調査　3個所 危険木調査　3個所 危険木調査　3個所 危険木調査　3個所 危険木調査　3個所

2,090 千円 千円 2,187 千円

297 千円 297 千円297 千円 297 千円 297 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

事　業　費 17,433 千円 事　業　費 15,343 千円 事　業　費 18,297 千円18,305 千円

10,818 千円
財
源
内
訳

国補助 10,124

事　業　費 17,530 千円 事　業　費

千円
財
源
内
訳

千円

特　定 千円

起　債

特　定

千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

国補助 12,234 千円
財
源
内
訳

国補助 12,228

県補助 千円 県補助

千円
財
内
訳
源

国補助 11,682

千円 起　債 千円

千円

起　債 千円 起　債 千円 起　債

千円 特　定 千円特　定 524 千円 特　定 千円

一般財源 6,069 千円

目
標
値

① 1,000本 ④ 目
標
値

①

一般財源 5,848 千円 一般財源 6,071 千円一般財源 6,091 千円 一般財源 5,219 千円

財
源
内
訳

国補助

1,000本 ④ 目
標
値

① 1,000本

⑤ ②
目
標
値

① 1,000本 ④

⑥

④ 目
標
値

① 1,000本 ④

⑤ ② ⑤⑤ ②② ⑤ ②

③ ⑥ ③ ③ ⑥ ③⑥ ③ ⑥



 

方向性：

農林水産課 整理
番号

農-12
農林振興係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 4 年度事業実績（Do)

令和 5 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 松くい虫危険木処理事業 担当

基　本　目　標 自然と共に生きるまち 松くい虫被害による危険木は年々増加し、危険木倒壊による各施設への
被害や住民生活に大きな影響を及ぼしている危険木を伐倒処理すること
により、住民の安全確保に努める。

危険木処理委託料 4,493千円
処理本数 55本

基　本　施　策 2.島の美しい自然環境を保全します

重 点 施 策

関　連　計　画 隠岐の島町森林整備計画
【事業概要】
住民の安全を脅かす松くい虫による枯松などの危険木について、伐倒処
理を行う。民有林については受益者分担金（事業費の1/4）を徴収する。予　算　区　分 一般会計　 款 6 項 2 目

④

2

① 危険木処理本数 令
和
6
年
度
目
標
値

200本/年

②

③

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】 松くい虫危険木処理の受益者の分担率の見直し

を検討する。
併せて、松くい虫被害木以外の危険木の樹種
や、個人負担率の見直し検討を行う。

民家等へ危険を及ぼす松くい虫被害などによる危険木を伐倒処理し、住民の安全確保につなげた。

【②.事業の課題】
高齢世帯の方が所有する土地の危険木伐採相談や、松くい虫被害木以外の危険木伐採についての相談も多
くなってきている。

指
　
標

④

② ⑤
実
績
値

① 55本/年

③ ⑥

⑤

千円

【④.外部評価】 起　債 千円

【③.事業の必要性・今後の方向性】
住民の安全確保につなげるため、対象とする樹種や、個人負担率の見直しが必要である。

実　績　額 4,493 千円

財
源
内
訳

国補助 千円

県補助

特　定 千円

一般財源 4,493 千円



 

農林水産課 整理
番号

農-12
農林振興係

令和 5 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 松くい虫危険木処理事業 担当

令和 年度 令和 7 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 5 年度 （現年度） 6 （翌年度） （翌々年度） 8 9

事
業
内
容

危険木処理業務委託料 危険木処理業務委託料 危険木処理業務委託料 危険木処理業務委託料 危険木処理業務委託料

4,500 千円 4,500 千円4,500 千円 4,500 千円 4,500 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円

（Plan）

千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

事　業　費 4,500 千円 事　業　費 4,500 千円 事　業　費 4,500 千円4,500 千円

千円
財
源
内
訳

国補助

事　業　費 4,500 千円 事　業　費

千円
財
源
内
訳

千円

特　定 200 千円

起　債

特　定

千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

国補助 千円
財
源
内
訳

国補助

県補助 千円 県補助

千円
財
内
訳
源

国補助

千円 起　債 千円

千円

起　債 千円 起　債 千円 起　債

200 千円 特　定 200 千円特　定 200 千円 特　定 200 千円

一般財源 4,300 千円

目
標
値

① 200本/年 ④ 目
標
値

①

一般財源 4,300 千円 一般財源 4,300 千円一般財源 4,300 千円 一般財源 4,300 千円

財
源
内
訳

国補助

200本/年 ④ 目
標
値

① 200本/年

⑤ ②
目
標
値

① 200本/年 ④

⑥

④ 目
標
値

① 200本/年 ④

⑤ ② ⑤⑤ ②② ⑤ ②

③ ⑥ ③ ③ ⑥ ③⑥ ③ ⑥



方向性：

環境課 整理
番号

環-1
生活環境係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 4 年度事業実績（Do)

令和 5 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 環境保全対策事業 担当

基　本　目　標 自然と共に生きるまち 隠岐の島町の豊かな自然環境を保全する。 【海岸漂着物対策】
○海岸漂着ごみ回収処分業務
　久見地内及び蔵田周辺地内
　処分量：94.67㎥
・業務委託費　18,433千円
○海岸漂着ごみ収集運搬業務
　五箇、中村、布施地区
　処分量：289.53㎥
・業務委託費　2,551千円
○その他海岸漂着ごみ収集
　運搬業務委託（布施、塩の浜）
　　5,997千円
【環境モニター】
〇環境モニター謝金
　　207,200円
・環境モニターパトロール回数
　　21回
【一斉清掃】
〇春の一斉清掃作業業務等
　808千円
【不法投棄撤去事業】
〇道路沿い空き缶回収等業務委託料
　122千円
〇不法投棄回収処分業務

　321千円

基　本　施　策 2.島の美しい自然環境を保全します

重 点 施 策

関　連　計　画
【事業概要】
・地区住民やボランティア団体等で回収が困難な海岸を中心に、海岸漂
着ごみの回収・処分を計画的に行う。
・不法投棄の状況把握及び防止を目的として、環境モニターが各地域の
パトロールを行う。
・各地域ごとに清掃作業を行い、集めた草や汚泥等を隠岐の島町内事業
所の協力により運搬を行う（春の一斉清掃）。
・町内で発見された不法投棄物の回収・撤去を行う。

予　算　区　分 一般会計　 款 4 項 2 目

④

1

① 環境教育・学習会の開催回数（KPI） 令
和
6
年
度
目
標
値

10回/年

② 環境保全ボランティア活動の実施回数（KPI） 30回/年

③

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】 各地域の海岸漂着ごみの回収について、高齢化

による人手不足などの実態は把握しており、ご
みの運搬処分費や重機借上料を補助制度を活用
しながら軽減できるところは対処している。通
常の清掃活動で対応仕切れない海岸ごみや海藻
類が漂着した場合には、漁港･港湾の管理機関等
と協議し柔軟な対応を検討する。

不法投棄は環境汚染につながり、町民の健康や
暮らしに影響を及ぼす恐れがあることを我が事
として考えて頂けるよう、積極的に環境ニュー
スを発行するなど周知啓発に努める。

海岸漂着ごみは、沿岸の地区住民・ボランティア団体等と協働でごみの回収、処分に取り組んでおり、人
が行けない海岸については、業務委託により回収、処分を行っている。また、各地区の景観・環境保全を
維持していく上で、環境モニター事業により現状を把握し、それを基に不法投棄物の撤去、刈草の運搬に
ついては町内事業所と委託契約を交わして実施し、各地区の負担軽減につながっている。

【②.事業の課題】
地域の高齢化や人口減少により回収が困難な海岸において、漂着ごみが堆積・放置されている箇所があ
る。また、不法投棄の多い林道や特定の場所が存在するため本回収事業も重要ではあるが、同時に防止対
策にも注力しなければ、不法投棄の減少が見込めない。

指
　
標

24,282

④

② 21回/年 ⑤
実
績
値

① 11回/年

③ ⑥

⑤

千円

【④.外部評価】 拡大 令和５年度評価済 起　債 千円

【③.事業の必要性・今後の方向性】
海岸漂着ごみについては本町の大きな問題となっており、今後も回収・処分を継続して実施し、不法投棄
についてもモニターと情報共有しながら重点的にパトロールを行うとともに、更なる防止対策や啓発活動
を行う必要がある。

実　績　額 28,439 千円

財
源
内
訳

国補助 千円

県補助

　地区の住民による海岸漂着ごみの回収作業は限界に近付いているように感じます。海岸漂着ゴミの問題は、世界規
模の問題であることから、国や県との連携が必要であると考えます。
　また、不法投棄や海岸漂着ごみについての現状が町民にしっかり伝わるような広報活動を、積極的に行うことで、
町民が環境問題を「我が事」として考え、一人一人の行動様式を変えていくとに繋がると考えます。さらに、海岸清
掃を啓発を兼ねたイベントとし、町内外の人々と協働して課題解決に取り組むことも必要ではないでしょうか。

特　定 千円

一般財源 4,157 千円



環境課 整理
番号

環-1
生活環境係

令和 5 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 環境保全対策事業 担当

令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 5 年度 （現年度） 6 （翌年度） （翌々年度） 87 9

事
業
内
容

海岸漂着ごみ回収処分業務：各海岸 海岸漂着ごみ回収処分業務：各海岸 海岸漂着ごみ回収処分業務：各海岸 海岸漂着ごみ回収処分業務：各海岸 海岸漂着ごみ回収処分業務：各海岸

25,700 千円 25,700 千円

海岸漂着ごみ収集運搬業務：各海岸 海岸漂着ごみ収集運搬業務：各海岸 海岸漂着ごみ収集運搬業務：各海岸 海岸漂着ごみ収集運搬業務：各海岸 海岸漂着ごみ収集運搬業務：各海岸

25,700 千円 25,700 千円 25,700 千円

11,001 千円 11,001 千円

漂流物運搬処分事業 漂流物運搬処分事業 漂流物運搬処分事業 漂流物運搬処分事業 漂流物運搬処分事業

1,700 千円 11,001 千円 11,001 千円

400 千円 400 千円

その他（船舶、重機、車両借上料他） その他（船舶、重機、車両借上料他） その他（船舶、重機、車両借上料他） その他（船舶、重機、車両借上料他） その他（船舶、重機、車両借上料他）

400 千円 400 千円 400 千円

630 千円 630 千円

（Plan）環境モニター謝金 環境モニター謝金 環境モニター謝金 環境モニター謝金 環境モニター謝金

630 千円 630 千円 630 千円

208 千円 208 千円

道路沿い空缶回収委託料 道路沿い空缶回収委託料 道路沿い空缶回収委託料 道路沿い空缶回収委託料 道路沿い空缶回収委託料

208 千円 208 千円 208 千円

122 千円 122 千円

不法投棄回収業務委託料 不法投棄回収業務委託料 不法投棄回収業務委託料 不法投棄回収業務委託料 不法投棄回収業務委託料

122 千円 122 千円 122 千円

300 千円 300 千円

春の一斉清掃時収集運搬及び作業業務
委託

春の一斉清掃時収集運搬及び作業業務
委託

春の一斉清掃時収集運搬及び作業業務
委託

春の一斉清掃時収集運搬及び作業業務
委託

春の一斉清掃時収集運搬及び作業業務
委託

300 千円 300 千円 300 千円

660 千円 660 千円660 千円 660 千円 660 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

事　業　費 29,720 千円 事　業　費 39,021 千円 39,021 千円千円 事　業　費 39,021 千円

千円
財
源
内
訳

国補助

事　業　費 39,021

千円

県補助 25,627 千円 県補助 33,997 千円 県補助 33,997 千円

国補助 千円
財
源
内
訳

国補助

県補助 33,997 千円 県補助

千円
財
内
訳
源

国補助

千円

起　債 千円 起　債 千円 起　債

財
源
内
訳

千円

特　定 千円 千円特　定 千円 特　定 千円

起　債 千円 千円

千円

目
標
値

① 11回/年 ④ 目
標
値

①

一般財源 5,024 千円 一般財源 5,024 千円一般財源 4,093 千円 一般財源 5,024 千円

11回/年

財
源
内
訳

国補助

④ 目
標
値

① 11回/年

⑤ ② 30回/年

③ ⑥ ③

⑤ ②② 30回/年

③ ⑥ ③

② 30回/年 ⑤ ② 30回/年
目
標
値

①

⑥ ③ ⑥

30回/年

一般財源 5,024

⑤

11回/年 ④

⑥

④ 目
標
値

① 11回/年 ④

⑤

特　定 千円 特　定

33,997

千円

事　業　費

起　債



 

方向性：

環境課 整理
番号

環-3
生活環境係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 4 年度事業実績（Do)

令和 5 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 自然環境保全事業 担当

基　本　目　標 自然と共に生きるまち 自然公園内における施設整備及び修繕を行い、併せて特定外来生物の駆
除等による自然保護活動に努めることで、大山隠岐国立公園及びユネス
コ世界ジオパークに認定された町の豊かな自然環境の保全を図る。

【自然公園清掃活動等補助金】
〇大満寺登山道整備補助金
　42千円

【自然公園施設等整備事業】
〇大満寺登山道倒木処理業務
　・業務委託費　66千円
〇白島崎園地遊歩道除草業務
　・業務委託料　272千円

【特定外来生物駆除事業】
〇オオキンケイギク駆除業務
　委託料　58千円（8袋30㎏）

基　本　施　策 2.島の美しい自然環境を保全します

重 点 施 策

関　連　計　画
【事業概要】
自然公園内において、環境保全・景観維持のため、適切な公園施設の管
理を行うとともにトイレ改修、遊歩道及び付帯施設の修繕、歩道の危険
木・不用木の除去を実施する。また、特定外来生物の駆除等の自然保護
活動も併せて実施する。

予　算　区　分 一般会計　 款 4 項 2 目

④

2

① 環境教育・学習会の開催回数（KPI) 令
和
6
年
度
目
標
値

10回/年

② 環境保全ボランティア活動の実施回数（KPI) 30回/年

③

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】 随時、自然公園内の状況把握を行い、優先順位

も含め、国立公園区域内にある既存施設の計画
的な修繕・再整備を関係各所及び島根県と実施
する。併せて、自然保護に対する効果的な方策
も検討していく。

自然環境整備計画に基づき、町内老朽化施設の修繕を実施し、その他国立公園区域内における施設等につ
いては、島根県（自然環境課）と協議・検討のうえ、老朽箇所及び歩道内における危険木等の除去を実施
した。特定外来生物の駆除については、啓発及び駆除活動を実施している。

【②.事業の課題】
国立公園区域内の自然公園施設において、老朽化または災害の影響により修繕等が必要となっている。
※自然公園施設：自然公園内に整備された施設（トイレ、遊歩道、東屋等）
特定外来生物（主にオオキンケイギク等）については、依然として町内各地への分布がみられるため、効
果的な駆除の方策が必要となっている。

指
　
標

④

② 21回/年 ⑤
実
績
値

① 11回/年

③ ⑥

⑤

千円

【④.外部評価】 起　債 千円

【③.事業の必要性・今後の方向性】
大山隠岐国立公園及びユネスコ世界ジオパークに認定された町内の景勝地等は、観光資源としても重要で
あるため、町内関係各所及び島根県と協議・検討を重ね、自然公園施設の計画的な修繕及び再整備を行っ
ていく。

実　績　額 438 千円

財
源
内
訳

国補助 千円

県補助

特　定 千円

一般財源 438 千円



 

環境課 整理
番号

環-3
生活環境係

令和 5 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 自然環境保全事業 担当

令和 年度 令和 7 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 5 年度 （現年度） 6 （翌年度） （翌々年度） 8 9

事
業
内
容

自然公園清掃活動費補助金 自然公園清掃活動費補助金 自然公園清掃活動費補助金 自然公園清掃活動費補助金 自然公園清掃活動費補助金

42 千円 42 千円

自然公園施設等整備事業 自然公園施設等整備事業 自然公園施設等整備事業 自然公園施設等整備事業 自然公園施設等整備事業

42 千円 42 千円 42 千円

885 千円 885 千円

特定外来生物駆除事業 特定外来生物駆除事業 特定外来生物駆除事業 特定外来生物駆除事業 特定外来生物駆除事業

885 千円 885 千円 885 千円

50 千円 50 千円50 千円 50 千円 50 千円

千円 千円

（Plan）

千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

事　業　費 977 千円 事　業　費 977 千円 事　業　費 977 千円977 千円

千円
財
源
内
訳

国補助

事　業　費 977 千円 事　業　費

千円
財
源
内
訳

千円

特　定 千円

起　債

特　定

千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

国補助 千円
財
源
内
訳

国補助

県補助 千円 県補助

千円
財
内
訳
源

国補助

千円 起　債 千円

千円

起　債 千円 起　債 千円 起　債

千円 特　定 千円特　定 千円 特　定 千円

一般財源 977 千円

目
標
値

① 11回/年 ④ 目
標
値

①

一般財源 977 千円 一般財源 977 千円一般財源 977 千円 一般財源 977 千円

財
源
内
訳

国補助

11回/年 ④ 目
標
値

① 11回/年

⑤ ② 30回/年
目
標
値

① 11回/年 ④

⑥

④ 目
標
値

① 11回/年 ④

⑤ ② 30回/年 30回/年 ⑤⑤ ②② 30回/年 ⑤ ② 30回/年

③ ⑥ ③ ③ ⑥ ③⑥ ③ ⑥



 

方向性：

環境課 整理
番号

環-4
(重複)生活環境係

1.総合振興計画基本情報（Plan) 【事業目的】 2.令和 4 年度事業実績（Do)

令和 5 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 ごみ処理事務 担当

基　本　目　標 自然と共に生きるまち 島根県内においても本町のごみ排出量は極めて多く、リサイクル率が低
いという現状を改善するため、ごみの減量化・再資源化に寄与する取組
みの推進を図る。また、大規模災害等による災害廃棄物の適正処理に努
める。

【拠点回収設備整備事業】
〇旧西郷町内（2基設置）
　・業務委託料　2,684千円

【自動車リサイクル法離島支援事
業】
・補助金額　　　　6,836千円
・海上輸送予定台数　　525台
・海上輸送実績台数　　494台

基　本　施　策 2.島の美しい自然環境を保全します

重 点 施 策

関　連　計　画
【事業概要】
廃棄物減量等推進審議会の開催、一般廃棄物処理実施計画の策定、ごみ
の分け方出し方ガイドブック・分別収集カレンダーの配布など、ごみの
排出抑制及び再資源化促進に向けた取組、啓発活動等を行う。また、災
害発生時の適確な廃棄物処理に向けた計画策定等も併せて実施する。

予　算　区　分 一般会計　 款 4 項 3 目

環境教育・学習会の開催回数（KPI） 10回/年

④

1

① 一人あたりのごみの排出量（KPI) 令
和
6
年
度
目
標
値

1,028g/人日

② リサイクル率（廃棄物量に占める再資源化廃棄物の割合）（KPI) 6.5%

③

⑥

3.事業評価（Check) 4.改善・見直し（Action）
【①.事業の成果・進捗状況】 　隠岐の島町ごみ減量化アクションプラン（令

和3年3月策定）に基づき、ごみ減量化の推進に
取り組む。また、制度改正後のごみ排出量、リ
サイクル率に応じた一般廃棄物処理実施計画の
見直しも行う。
　大規模災害等への備えとして、災害廃棄物処
理計画（令和2年策定）を策定しているが、より
迅速かつ円滑な対応が可能となるよう災害廃棄
物処理実行計画の策定等、事前準備を進めてい
く。

ごみの排出抑制・再資源化推進を目的として、指定袋導入や自己搬入料金の改定などの制度改正を行うた
め、制度改正に関する住民説明会の実施、ごみの分け方出し方ガイドブックの作成及び全戸配布、古紙回
収に係る拠点回収設備整備等を実施している。環境学習の面では、施設見学や個別学習会を実施した。海
上輸送費補助金事業では、自動車リサイクル要綱改正により円滑に事務を行うことができた。

【②.事業の課題】
本町は島根県内においてもごみ排出量が多く、リサイクル率が低い現状にあり、特に古紙が可燃ごみとし
て排出される場合が多い。また、近年頻発する大規模災害による廃棄物について、仮置場選定・設営、周
知方法など迅速かつ円滑な対応ができるよう実施計画を策定する必要がある。

指
　
標

④

② 6.2% ⑤
実
績
値

① 1,085g/人日

③ 11回/年 ⑥

⑤

千円

【④.外部評価】 現状維持 令和５年度評価済 起　債 千円

【③.事業の必要性・今後の方向性】
本町のごみ排出量削減、再資源化の推進するため、広報誌等を活用した啓発活動や令和5年度以降の制度
改正に沿った分別収集の徹底などを行っていく。 実　績　額 9,520 千円

財
源
内
訳

国補助 千円

県補助

　今回の指定ごみ袋制への移行を契機に、ごみ問題への関心や意識の高まりが、すべての町民に定着され
るよう努めていただきたいと思います。
　また、これまで以上に啓発活動を行い、廃棄物削減、リサイクル率の向上に向けた、個々の意識づけを
する必要があります。本年度から実施した拠点回収施設の設置や、ごみの分け方、出し方のガイドブック
は効果を上げています。来年度以降に実施予定の生ごみ処理機導入補助金の効果にも期待しています。

特　定 6,836 千円

一般財源 2,684 千円



 

環境課 整理
番号

環-4
(重複)生活環境係

令和 5 年度隠岐の島町総合振興計画事業実施計画／事業評価 事業名 ごみ処理事務 担当

令和 年度 令和 7 年度 令和 年度 令和 年度5.年度別計画  令和 5 年度 （現年度） 6 （翌年度） （翌々年度） 8 9

事
業
内
容

拠点回収設備整備　1箇所 拠点回収設備整備　1箇所

千円 千円

使用済自動車等海上輸送費補助金 使用済自動車等海上輸送費補助金 使用済自動車等海上輸送費補助金 使用済自動車等海上輸送費補助金 使用済自動車等海上輸送費補助金

1,584 千円 1,584 千円 千円

7,294 千円 7,294 千円

（新）生ごみ処理機導入補助金 生ごみ処理機導入補助金 生ごみ処理機導入補助金 生ごみ処理機導入補助金

7,294 千円 7,294 千円 7,294 千円

2,694 千円 2,874 千円千円 1,180 千円 1,952 千円

千円 千円

（Plan）

千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

千円 千円千円 千円 千円

事　業　費 8,878 千円 事　業　費 10,058 千円 事　業　費 10,168 千円9,988 千円

千円
財
源
内
訳

国補助

事　業　費 9,246 千円 事　業　費

千円
財
源
内
訳

千円

特　定 7,294 千円

起　債

特　定

千円

県補助 千円 県補助 千円 県補助 千円

国補助 千円
財
源
内
訳

国補助

県補助 千円 県補助

千円
財
内
訳
源

国補助

千円 起　債 千円

千円
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